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令和4年度の寄附金受入件数は
およそ１3倍に増加！

（平成16年度法人化時と比較）
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億円 基幹運営費交付金はおよそ
6億6千万円（9.1％）の減少

（平成16年度法人化時と比較）

本学は、教育を通してより良い社会への変革を主導する全国的拠点
大学として、経営環境が厳しい中、収入増加や経費節減の取組を積
極的に推進して可能な限り教育に資金を充当し、より多くの「有為
の教育者」の養成に取り組んでいます。

本学は、本学の始原である1873年（明治6年）の東京府小学教則講習所の設立から
2023年（令和5年）で創基150年を迎えます。今後も様々な取組を通じ、日本の教
員養成を担う中核的な大学としての使命を果たすべく邁進いたします。
修学支援・教育研究環境の充実のため、一層のご支援・ご協力のほど、どうぞよろし
くお願いいたします。

★本学経営情報の詳細につきましては、本学ホームページの「東京学芸大学財務等報告書」
https://www.u-gakugei.ac.jp/jouhou/01/zaimu/

（左のQRコード読取からお入りいただけます）より、PDFファイルをダウンロードいただけます。

資 料
閲 覧

★東京学芸大学 総務課広報・基金室
☎ 042-329-7858（FAX 042-329-7114）✉ kikin60@u-gakugei.ac.jp
ホームページ http://www.u-gakugei.ac.jp/kikin/（左のQRコード読取からお入りいただけます）

寄附の
ご相談

受入件数
(件)

〇国から措置される財源

（基幹運営費交付金）交付額の推移

〇寄附金受入状況の推移

受入金額
(億円)

「教員養成フラッグシップ大学」に指定
「令和の日本型教育」を担う教師に求められる
新たな価値を創造する力や変化への対応力を子供に育成する力
学校や社会のより良い変革に主体的・自律的に取り組む力
を身につける教育者養成の実践・発信

「未来の学校みんなで創ろう。」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

世田谷（下馬）地区における未利用地の貸付

東京多摩地区５大学との共同調達による経費節減

「自律型カリキュラムデザイン」及び
「自己創造のための教育体験活動」の導入

教員就職支援の取組強化
教員就職に向けた研修会の内容充実、教員採用試験対策
に係る面談指導の増加 ほか

教育者養成の全国的拠点大学としての取組例

収入増加・経費節減の取組例

学生の学びを支える取組例

OECD日本共同研究国際共創プロジェクト
「壁のないあそび場 -bA-」【支援募集中→

教育実習日誌のデジタル化（eポートフォリオの拡充）

※令和２年度に一時的に受入件数が増加しているのは
「新型コロナ緊急支援金」へ多くのご寄附（477件、
16百万円）をいただいたため

辻調理師専門学校のキャンパス内への誘致を通じた
教育研究活動の連携及び本学の教育環境整備

「高校探究プロジェクト」(高等学校における授業及
び教師教育モデルの開発・普及プロジェクト)

↑附属図書館
ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ
(令和4年に拡充)


